
 

 

 

 

 

 

 

 

 フェライト（α－Ｆｅ）の方位をｐｏｐＬＡで解析 

 

 

 

 

 

 ＣｕｂｉｃのＢＣＣではＨｅｒｍｏｎｉｃは問題ないが、ＷＩＭＶ解析は 

 適当なＷＩＭファイルが作成できないため、再計算極点図は、ＢＣＣ２，Ｃ１１２を使い分ける。 

 ＢＣＣ２には｛２１１｝極点図が含まれていない 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１９年１０月０８日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 



概要 

 本測定データはＬａｂｏＴｅｘで解析しているが、久しぶりにｐｏｐＬＡで解析してみます。 

 

 

測定データ 

 リガクＲＩＮＴ２０００のＭｏ管球で測定 

  

 α軸範囲は極点図の中心から７５度 

 

データ処理 

 ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２ソフトウエアで極点処理 

  測定バックグランド削除 

  Ｄｅｆｏｃｕｓは計算ｄｅｆｏｃｕｓ処理＋再ｄｅｆｏｃｕｓ処理 

  平滑化を行う。 

 

ＯＤＦ解析 

 ｐｏｐＬＡのＨｅｒｍｏｎｉｃとＷＩＭＶ 

 

ＯＤＦ解析結果の表示 

 ＣＴＲソフトウエア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



極点処理 

 

計算ｄｅｆｏｃｕｓ処理結果              再ｄｅｆｏｃｕｓ処理結果 

  

処理結果 

  

 

 



でｐｏｐＬＡデータ作成 

 

  Ｂ２０：測定バックグランド、Ｄ２：計算ｄｅｆｏｃｕｓ、Ａ５８：平滑化、Ｓ：規格化 

 

 

 



Ｈｅｒｍｏｎｉｃ結果 

 

ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦで入力極点図(Fe.RAW)と再計算極点図(FE.FUL)からＲｐ％プロファイル作成 

 

再計算極点図 

 

 

 

 

 



Ｈｅｒｍｏｎｉｃ解析のＯＤＦ図 

 

１／４対称ＯＤＦ 

 

 

 

 



対称ＯＤＦ図から方位プロファイル 

 

ＮＤ逆極点 

 

ＮＤ３６ＢＯＸプロファイル 

 



ＷＩＭＶ解析結果 

  

ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦで入力極点図(Fe.RAW)と再計算極点図(FE.APF)からＲｐ％プロファイル作成 

 

再計算極点図（APF から APF 作成で１／４対称に計算されている） 

 

 

 

 



ＷＩＭＶ解析のＯＤＦ図 

 

１／４対称ＯＤＦ図 

 



対称ＯＤＦ図の方位プロファイル 

 

 

１Ｓｔｅｐ内の最大値で表示 

 

 

４：２：１処理をしていないため、Ｓ方位は低く表示されています。 

 

 

 



ＷＩＭＶ解析後の逆極点図 

 

逆極点図３６ＢＯＸ方位プロファイル 

 

Ｈｅｒｍｏｎｉｃと同程度に計算されている。 

 


